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研究成果の概要（和文）：　遼金元時代、仏教は盛んに発展し、北京は中国北方の仏教の中心地であるため、現
在でも仏教の遺跡が数多くのこっている。本研究は、北京地方における遼金元時代の仏教を対象として、関係す
る人物・事件・史実などを文献的に考察するとともに、さらに現在の北京地方に遺る同時代の仏教遺跡を調査す
ることによって、遼金元仏教の歴史文化的実体を解明するものである。研究の重点は、1）元代の海雲印簡の遺
跡および関連する史実。2）遼金元時代の北京地方における禅宗や浄土信仰の伝播。3）元刊本『臨済録』の内
容、および金元時代北京地方の臨済宗。

研究成果の概要（英文）：　Buddhism was prevailing during the time of Liao, Jin, Yuan Dynasty. As 
Beijing was the center of Buddhism in the northern part of China, nowadays there are still many 
Buddhist historical relics remaining in Beijing.This essay will focus on the Buddhism of Liao, Jin, 
and Yuan Dynasty in Beijing area, including examining relevant figures, events, and historical facts
 based on documents record, and trying to reveal the historical and cultural features of the 
Buddhism of Liao, Jin, and Yuan Dynasty through the investigations of the remnants of Buddhist 
relics in Beijing area. The research will emphasize on the following points: first is the relics and
 related historical facts about Haiyun Yinjian(海雲印簡) of Yuan Dynasty; second is the 
dissemination of Zen Buddhism and Pure Land Belief of Liao, Jin, and Yuan Dynasty in Beijing area; 
and the third is about the content of the Record of Linji(Yuan Dynasty edition) and the Linji school
 of Liao, Jin, and Yuan Dynasty in Beijing area.

研究分野：インド哲学仏教学
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１．研究開始当初の背景 
遼金元は仏教の大発展を遂げた時代で、当
時の北京は北中国における仏教の中心地で
あり、仏教が特に盛んになった。遼金元仏教
は中国仏教史の重要な部分であるが、従来、
文献史料が少ないために、数多くの疑問や不
明な点が残されている。1980 年代以来、同時
代の史料の整理・編集や考古発見の成果が相
次いで現れ、北京地方における遼金元仏教の
実態をさらに解明することも可能となる。 
２．研究の目的 
北京地方における遼金元仏教の実体を解
明する。具体的に、（1）北京地方における遼
金元仏教の寺院・仏僧・遺物・碑文・文献な
どの調査研究、2）以上の調査を踏まえ、こ
の分野の新しい発見、既有の誤解への訂正、
3）北京以外の地域にあった、本課題に関わ
る問題も検討。 
３．研究の方法 
文献的に考察するとともに、さらに現在の
北京地方に遺る仏教遺跡を調査することに
よって、遼金元仏教の歴史文化的実体を解明
する。北京では、今日でも遼金元仏教の遺跡
が数多く遺っており、遺跡調査によって、現
地の遼金元仏教の実態を具体的に解明する
ことができる。 
４．研究成果 
（1）「海雲碑」の研究。「海雲碑」は、金
元時代の高僧の海雲印簡（1202-1257）に関
する第一次史料で、近代発掘以来、精密な校
正本が見当たらない。本研究は、碑文原物と
既存の転写本と照合したうえ、信用度の高い、
且つ読みやすい校正本を作成した。また、「海
雲碑」は重要な史料であるが、これまでに注
釈・解説がなかった。本研究は、関係史料と
最新の研究成果を参照しながら、この碑文に
見られた人物・場所・歴史事件などを詳細に
考察した上で、全文の解説を作成した。海雲
印簡の経歴および関連する人物や歴史事件
などが更に明らかになった。 
海雲周辺の人物、特に彼の弟子たちについ
ては、北京・河北・山西などで発見された碑
文によって、一部は明らかにした。例えば、
海雲の師である中観沼公と中和璋公との二
人の関係、帰雲志宣・沖虚昉公と海雲との関
係、海雲の弟子である庸庵堅公・華厳智明の
経歴など、こういった人物の背景を把握した
ことによって、金末元初北方臨済宗の様子が
さらに明らかになった。 
海雲関係の遺跡は、北京・河北・山西・遼
寧などの各地に散在しており、その一部は既
に明らかになったが、本研究は新たな調査を
行い、特に旧北京双塔寺の遺物、北京昌平桃
林寺、河北易県興国寺に注目して、それぞれ
の事実を解明した。①1950 年代、双塔寺で発
見された舎利子は、現在首都博物館に保存さ
れているという、公開されていないが、海雲、
或いは海雲弟子智朗のものの可能性が高い。
②北京昌平の桃林寺は後の法林寺であり、海
雲の舎利塔が立てられたとの記載（大同の

「慧明碑」）があるが、実際は桃林寺ではな
く、秦城の龍泉寺である。龍泉寺の海雲塔の
塔額の拓本は現存している。③興国寺は現存
していない、そもそもは易県の大寺の一つで、
海雲・智朗と関係深い場所である。 
（2）遼金元時代北京地方の浄土信仰。北
京の聖安寺と広通寺の旧跡、また大鐘寺や鉄
璧銀山と紅螺寺は、いずれも北京地方におけ
る浄土信仰の歴史と関係深い場所で、現存の
碑文によれば、遼の妙行・金の仏覚瓊・晦堂
洪俊・円通広善、元の普度と雲山禅師、およ
び清の際醒禅師は、それぞれ上記の寺院のど
こかで浄土信仰の伝播と実践を行った事実
が分かる。本研究によって、上記寺院の歴史
と人物、特に金元時代北京地方の雲門宗僧と
浄土信仰との関係が明らかになった。 
（3）新資料の発見―元刊本『臨済録』。金
元時代の北京は北方臨済宗の中心で、大慶寿
寺や竹林寺なども臨済宗の拠点となった。し
かし、当時の活躍した臨済宗の人物について
は、一部の碑文資料の他に、伝灯史の記載が
少ないため、よく分からなかった。実は、日
本伝本の『臨済録』によれば、元代の雪堂普
仁に重版された『臨済録』には、普秀・従倫・
郭天錫よる三本の「別序」と王博文よる「臨
済祖師道行碑」の碑文があって、特に、そこ
に臨済宗の伝承系譜を含めているために、金
元時代臨済宗の重要な史料となる。しかし、
雪堂本『臨済録』は現在まで遺っているか否
や確定されず、したがって、「別序」と碑文
との出典も明確には確認できなかった。本研
究は、最初、日本伝本に保存された雪堂本の
内容を参考しながら、金元時代の碑文資料な
ども利用した上、その臨済宗の伝承系譜に見
えた多くの人物の身分、特に雪堂普仁の資料
や経歴、および彼の臨済宗を振興させるため
の業績などを明らかにした。後、さらなに雪
堂本を調べ、遂に中国国家図書館で発見した。
この発見は、臨済宗と『臨済録』との研究に
おいては大きな意義があり、それによって、
雪堂本の現存という事実のみならず、さらに、
郭天錫の新しい逸文、日本伝本の真の底本、
「別序」と王博文よる碑文との原型などの確
認が始めてできたのである。雪堂本『臨済録』
は、雪堂普仁よる臨済宗振興事業の成果であ
るほかに、金元時代北方臨済宗の重要な史料
でもあり、その中に、他の文献に見られない
臨済宗の史料があって、独有の価値を有して
いる。 
元刊本「臨済録」をめぐる遺跡調査によっ
て、様々な史実を確認できた。①雪堂普仁は
当時非常に活躍した臨済宗僧であり、彼の資
料は碑文記載に見られる。②元刊本『臨済録』
の刊行後、早いうちに日本まで伝わり、後の
日本刊本に影響を与えた。③東洋文庫蔵本の
『臨済録』は元刊本ではなく、南宋刊本『古
尊宿語録』の一部である。④遼金元時代の北
京まで進出した禅僧は、北京以外の北方地区
とも関係深い。 
新資料の発見として、また、元代曹洞宗の



林泉従倫の碑文もある。 
（4）遼金元時代北京地方の禅宗実態の解
明。遼金元時代、北京地方で活躍した禅宗の
僧侶が多かった。だが、当初の禅僧たちに関
する資料は、高僧伝や伝灯録などの文献に全
く見えない、或いは簡単すぎる記載しか見え
ない場合が多く、かえって、各地に散在して
いる仏教遺跡、特に碑文資料には、遼金元時
代の北京地方で活躍した禅僧の資料が時々
見られ、それは当時の北京地方の禅宗の実態
を反映する貴重な資料である。このような資
料によって、下記の事実を判明した。①遼金
元時代、北京地方に進出・活躍した禅僧は人
数が多く、禅宗五家の中、臨済宗・曹洞宗・
雲門宗・法眼宗の四家までも及んでいる。臨
済宗は特に人数が多い。②禅宗各派の間、協
力して共同事業を行ったことがあり、例えば
万松行秀よる海雲へ、林泉従倫よる雪堂普仁
へ、大都三禅会よる少林寺へとの支持は、い
ずれも協力事業である。③高僧伝や伝灯録に
見られない禅宗人物およびその事績・遺跡と
して、曹洞宗には、青州希弁の遺跡（「白瀑
院正公法師塔記」逸文、仰山棲隠寺の「重修
青州弁祖塔略」碑首）、万松行秀の遺跡、彼
の弟子従檀・従和・徳方、孫弟子本連・月泉
同新、林泉従倫の逸文（「重修牛心山慧禪院
記」）などが確認された。臨済宗には、元刊
本『臨済録』序文を踏まえて、石刻史料に散
見された遼金元時代多くの僧侶の臨済宗に
おける所属関係と伝承関係が分かった。その
中、天目斉と鄭州宝との両系統は特に注目す
る値があり、雪堂普仁に関する新発見が特に
多い。 
 遺跡調査によって、当時の北京地方におけ
る禅宗各派の拠点が確認できた。①曹洞宗の
拠点は仰山棲隠寺（遺跡ある）・大報恩寺（現
在の磚塔寺）・大万寿寺（廃止）・大覚寺（現
存）、②臨済宗は大慶寿寺（廃止、遺物ある）・
竹林寺（市内と郊外との二カ所とも廃止）・
潭柘寺（現存）、③雲門宗は大聖安寺（一部
の遺跡ある）・大延聖寺（現在の鉄璧銀山、
遺跡ある）・紅螺寺（再建）がある。 
（5）北京以外の、本課題と関わる問題に
ついて、①上金貝古墓の真相の考察。福建省
寧徳市の上金貝古墓は、1989 年発見以来、墓
主の滄海珠禅師は海雲印簡の第三代弟子で
ある、また、明代建文帝であるという説が特
に騒いでいる。本研究は、現地調査と海雲関
係の史料を踏まえて、墓主は元末明初の禅僧
で、海雲や建文帝とは無関係であるという事
実を明らかにした。②湖北省襄陽市承恩寺地
区における仏教遺跡の調査。現地発見の三点
の仏教遺跡、即ち明代襄憲王墓と千峰庵、曹
洞宗僧の墓碑、承恩寺の碑文などをめぐって、
明の襄憲王と明の英宗と現地の曹洞宗との
関係を考察したうえ、明清時代襄陽地方の曹
洞宗は、そもそも北京まで進出した青州希弁
や後の雪庭福裕の系統の子孫だと分かった。 
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中韓国際仏教学術大会、東京・東洋大学、2017 
④邢東風、従元刊本『臨済録』看宋元時期
的杭州禅林、第一届中国禅宗祖庭文化論壇、
杭州・径山禅寺、2017 
⑤邢東風、鈴木大拙的蘇州之旅、『景徳伝
灯録』与仏教中国化、蘇州・重玄寺、2017 
⑥邢東風、北京紅螺寺与昔日的寺院施薬、
人間仏教在東亜及東南亜的実践国際学術研
討会、香港・中文大学、2016 
⑦邢東風、寄禅和尚与水野梅暁、第三届天
童寺禅文化交流大会、寧波・天童寺、2016 
⑧邢東風、襄陽承恩寺地区仏教遺跡之考察、
第三届襄陽道安文化論壇、襄陽市、2016 
⑨邢東風、山南海北話黄檗、水西仏教文化
論壇、中国安徽省経県、2016 
⑩邢東風、日本伝本『臨済録』の史料的価
値、『臨済録』国際学会、京都・花園大学、
2016 
⑪邢東風、北京地区浄土信仰史跡小考、人
間浄土与弥陀浄土国際学術研討会、香港・中
文大学、2016 
⑫邢東風、中日仏教交流与中国近代仏教的
社会事業、人間仏教在東亞与東南亞的開展國
際学術研討会、香港・中文大学、2015 
⑬邢東風、「啓法寺碑銘」的史料価値、文
献世界中的仏教国際検討会、ソウル・東国大
学校、2015 
⑭邢東風、「海雲碑」読解、第五届河北禅

宗文化論壇、河北省石家荘市、2015 
⑮邢東風、密雲円悟的「弁天説」、第二届
天童文化論壇、寧波・天童寺、2015 
⑯邢東風、日本的国宝級薬師如来像及薬師
信仰、中国福山合盧寺薬師仏与当代社会慈善
論壇、山東省煙台市、2014 
⑰邢東風、南宋仏教文化的繁栄与中日仏教
交流、霊隠文化論壇、杭州・霊隠寺、2014 
⑱邢東風、啓法寺碑銘与道安、第四届河北
禅宗文化論壇、河北省冀州市、2014 
⑲邢東風、滄海珠禅師・海雲印簡・明代建
文帝、第 5届黄梅禅宗文化論壇、湖北省黄梅
県、2014 
⑳邢東風、作為道安及襄陽仏教史料的一篇
名碑、第 2回襄陽道安文化論壇、湖北省襄陽
市、2014 
㉑邢東風、中国華厳塔概観、第 3回華厳専
宗国際学術研討会、台北・華厳蓮社、2014 
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http://www.readmeok.com/2016-5/12_48088
.html 
http://rinnou.net/rinzai1150/symposium/
rinzai0514.html 
http://www.fgu.edu.tw/~cbs/pdf 
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